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山形県を代表する戦国武将、最上義光

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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会場となった山形大学 

総会の様子

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 



掲載記事・写真・イラスト等の無断転写を禁じます。c－３－

受賞講演を行った 3 名（左から新名良介氏、海野進教授、糀谷浩氏）と
日本鉱物科学会会長𡈽山明教授

「鉱物記載」セッションで講演を行う筆者

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 



掲載記事・写真・イラスト等の無断転写を禁じます。c－４－

ポスターセッション　コアタイムの様子

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 



掲載記事・写真・イラスト等の無断転写を禁じます。c－５－

写真 1：フォッサマグナミュージアム外観

写真 2：「宝石の国」展特別講演会会場 写真 3：「宝石の国」展展示会場の様子

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 

リサーチ室　北脇 裕士

フォッサマグナミュージアム：「宝石の国」展に参加して



掲載記事・写真・イラスト等の無断転写を禁じます。c－６－

写真 4‒a：ミュージアム館外に展示されている
　　　　　ヒスイの巨礫と学芸員の竹之内博士

写真 4‒b：削岩機で開けられた 2 つの穴 写真 4‒c：刺さったままのタガネ

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 



掲載記事・写真・イラスト等の無断転写を禁じます。c－７－

写真 6：展示室のエントランスにヒスイ峡を再現写真 5：学芸員による無料鑑定サービス

写真 7：糸魚川産ヒスイ

写真 8：糸魚川産ヒスイ（緑色部はオンファサイト） 写真 9：糸魚川産ラベンダーヒスイ

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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写真 14：第 6 展示室「魅惑の鉱物」 写真 15：第 6 展示室の一例（蛍石）

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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図 1：日本の国石となったヒスイ（フォッサマグナミュージアム提供）

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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小滝川ヒスイ峡 ( 小滝川硬玉産地）を訪ねて
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図 2：小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）の位置

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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図 3：国の天然記念物であることを示す石碑

図 4：明星山の大岩壁 ( 写真左のなだらかな斜面が蛇紋岩体 )

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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図 5：小滝川ヒスイ峡（写真左が上流、右端がヒスイ産地の上流側境界）

図 6：小滝川ヒスイ峡のヒスイの転石（白っぽい岩がヒスイ）

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆
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図 7：天然記念物保護の注意書き 図 8：天然記念物に指定される地域の上流側の境

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 



掲載記事・写真・イラスト等の無断転写を禁じます。c－１５－

ベーシックコース　　　　      （２日間）　　￥２５，０００＋消費税

ダイヤモンドコース　　　      （２日間）　　￥２５，０００＋消費税

パールグレーディングコース　（１日）　　　￥１２，０００＋消費税

宝石鑑別コース　　　　　      （２日間）　　￥３０，０００＋消費税

※ 一度ご入金いただきました受講料のご返金は致しかねます。予め御了承下さい。

お申し込み・セミナー内容のお問合せは下記までお願い致します
東京ＴＥＬ：０３－３８３７－０８５５　ＦＡＸ：０３－３８３９－１４５５
大阪ＴＥＬ：０６－６２４５－５１８７　ＦＡＸ：０６－６２４５－５１９７
博多ＴＥＬ：０９２－４７２－３０３８　ＦＡＸ：０９２－４７２－３０４６

受講料  (税込)

セミナー時間

【東京】１０：００～１７：００　【大阪】１０：３０～１７：００（会場都合による）

【博多】１０：００～１６：３０（会場都合による・開催最低人数５名）

各種セミナーのご紹介

●  ベーシックコ－ス　

●  ダイヤモンドコース　

各セミナー関連の情報は当社WEBサイトでもご覧いただけます！
http://www.cgl.co.jp/cgl/seminar.html

●  パールグレーディングコース　 

●  宝石鑑別コース　

●  特別研修生コース  募集中【 2019年度入学時期は＜１０月＞になります】　

教 育 部： 〒110-0005　東京都台東区上野 5-15-15 中田ビル ５階
TEL 03-3837-0855 ／ FAX 03-3839-1455

各種セミナースケジュール

ベーシックコース ( 東京 )

ベーシックコース ( 大阪 )

ダイヤモンドコース(東京)

12 月

１７～１８ ７～８

２１～２２２９～３０

１４～１５

２６１１

2019 年１月 ２月

６～７

博多 ダイヤモンドコース

パールグレーディングコース (東京 )

ダイヤモンドコース(大阪)

２０～２１

宝石鑑別コース ( 東京 )

１３～１４

中央宝石研究所の各種セミナー

※上記日程は都合により変更となることがありますので、あらかじめお問合わせの上お申し込みください。

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 



◆現在お使いの値札・糸付値札に簡単に印字ができます◆

中央宝石研究所◆ お問い合わせ・ご用命は…

￥１９８，０００（税別）
本体販売価格

ＤｉＰＯ専用インク（黒・赤・青）販売価格
各色  ￥１９，４００（税別）

オープンプライス～

速乾性インクなので、すぐに触っても大丈夫！！
ロットナンバー、バーコード、ＱＲコードなども印字が可能！！

器材部：  〒110-0005　東京都台東区上野5-15-15  中田ビル５階
 TEL  03 (3839) 1451 ( 代 )　FAX 03 (3839) 1455

J・DiPO（ジェイ・ディポ）

ジュエリープライスプリンター

本体＋専用インク（１本）

合 計 ￥２１７，４００（税別）

◆ 誰でも簡単に、プライスライターの代わりに値札印刷ができます！
◆ タッチパネル式での簡単操作！！
◆ 値札（幅約 30㎜）のフォーマットが入っているので、Ｊ・ＤｉＰＯに値札を   
　 差し込むだけで、指定の位置にキレイに印字できます！！

〈例〉 ５年リースの場合（全６０回）・・・ 
⇒（ リースの場合 ３年・４年・５年・６年の中からご利用できます。）

クレジットの場合（全６０回） ・・・ 　
⇒ （ ６回～８４回払いまでご利用できます。 クレジットの場合は、初回のみ金額が異なります。）

（クレジット・リース共に、審査がございます。）

クレジット・リースもご利用できます。

＜インク色＞

黒・赤・青の全 3色

値札印刷コスト
1枚あたり 約 20 銭

コツがいらず、誰でもキレイな値札印刷ができます♪

＜印字例＞

 月々￥４,１００( 税別 )

 月々￥４,６００( 税込 )

ジュエリープライスプリンター

２秒でシュ！２秒でシュ！

掲載記事・写真・イラスト等の無断転写を禁じます。c－１６－

　去る 9 月 19 日（水）から 21 日（金）までの３日間、山形大学小白川キャンパスにて日本鉱物科学

会 2018 年年会・総会が行われました。弊社から２名の技術者が参加し、それぞれ発表を行いました。

以下に年会の概要を報告致します。

 

日本鉱物科学会とは

　日本鉱物科学会 (Japan Association of Mineralogical Science) は平成 19 年 9 月に日本鉱物学会

と日本岩石鉱物鉱床学会の２つの学会が統合・合併され発足し、現在は大学の研究者を中心におよそ

900 名の会員数を擁しています。日本鉱物科学会は鉱物科学およびこれに関する諸分野の学問の進歩

と普及をはかることを目的としており、「出版物の発行（和文誌、英文誌、その他）」、「総会、講演会、

研究部会、その他学術に関する集会および行事の開催」「研究の奨励および業績の表彰」等を主な事

業として活動しています。2016 年 10 月に、一般社団法人日本鉱物科学会として新たな出発の運びと

なり、(1) 社会的及び学術界における信頼性の向上、(2) 責任明確化による法的安定、(3) 学会による

財産の保有等が確保され、コンプライアンスの高い団体として活動していくことになりました。2018年会・

総会は、一般社団法人として前年 2017 年の愛媛大学での開催に続き 2 回目の年会・総会になります。

山形大学について

　山形大学は明治 11 年（1878 年）の山形県師範学校の開校にはじまり、昭和 24 年（1949 年）に

山形高等学校、山形師範学校、山形青年師範学校、米沢工業専門学校、山形県立農林専門学校の５

つの教育機関を母体に新制国立大学として設置されました。「地域に根差し、世界を目指す」をスロー

ガンとしており、「自然と人間の共生」をテーマに掲げ、「学生教育を中心とする大学創り」「豊かな人間

性と高い専門性の育成」「『知』の創造」「地域及び国際社会との連携」「不断の自己改革」の 5 つの使

命を掲げています。教養教育を学士課程教育の基盤である「基盤教育」として重視しており、その運営・

実施期間として「基盤教育院」が設置されています。学生支援では、学生と大学の関係を密接にするこ

とを狙いとし、大学が直接学生をスタッフとして雇用するインターンシップ制度が創設される見込みだそ

うです。平成 31 年（2019 年）には創立 70 周年を迎える歴史と伝統を受け継いでおり、優れた人材

を社会に送り出しています。

　日本鉱物科学会 2018 年年会・総会が行われた小白川キャンパスの他、米沢、鶴岡キャンパスがあり、

山形県全体としてみると、村山地方（山形市）、置賜地方（米沢市）、庄内地方（鶴岡市）それぞれに所在し、

近年、最上地方に「エリアキャンパスもがみ」が設置され、県内４つの地区すべてにキャンパスが配置

されています。

 

　小白川キャンパスは JR 山形駅から巡回バスで 10 分程度、徒歩でも 30 分程度の距離となっており、

駅前からのアクセスは非常に良好です。

　今年の年会では、３件の受賞講演、10 件のセッションで 114 件の口頭発表、83 件のポスター発表

が行われました。

　１日目、19日（水）の９時 15 分より小白川キャンパス基盤教育１号館で「結晶構造」、「地球表層」、「宇

宙物質」、「深成岩・火山岩・サブダクションファクトリー」「火成作用の物質科学」の５つのセッション

が行われました。

　また、３日間ポスター発表が開催されており、12 時～ 14 時がコアタイム（ポスター発表者がポスター

の横に立ち、質疑応答を行う）として設定されていました。

　２日目、20 日（木）は、9 時より基盤教育 2 号館で総会が行われました。総会は上にも記した通り、

一般社団法人化して２回目の総会となりました。総会は当日出席 92 名、委任状 107 名と定足数を満

たしました。総会では、各種事業報告の他、役員承認や会員会費規定の改定等の決議事項、授賞式が

行われました。総会の後、受賞講演が行われ、平成 29 年度第 18 回受賞者である金沢大学海野進教授、

同第 19 回受賞者である学習院大学糀谷浩氏、平成 29 年度第 23 回日本鉱物科学会研究奨励賞表彰

の東京大学新名良介氏による講演がありました。同日午後 14 時からは基盤教育 1 号館にて「岩水‒水」、

「岩石・鉱物・鉱床」のセッションが行われました（この 2 セッションは資源地質学会との共催セッショ

ンでした）。

 

　３日目、21 日（金）は基盤教育 1 号館にて「鉱物記載」「変成岩」「高圧深部」のセッションが行われ、「鉱

物記載」セッションで弊社研究者 2 名が「周囲圧力下で熱処理（LPHT 処理）された褐ピンク色 CVD

合成ダイヤモンドの分光特性」「マダガスカル、ディエゴ産ブルーサファイア中に観察される Be 含有ナノ

インクルージョン」の発表を行いました。講演後、多数の質問が寄せられ、鉱物科学会会員の方々の宝

石学への興味の強さを感じることができました。（なお、発表内容については CGL 通信 43 号、45 号に

掲載されています。http://www.cgl.co.jp/latest_jewel/tsushin/）

 

　今回行われた発表の中で、宝石と関係の深い話で興味深いものが 2 点ありましたので紹介します。

「人工知能による深層学習を利用したヒスイ判別機の開発」

小河原孝彦（フォッサマグナミュージアム）

　新潟県糸魚川市フォッサマグナミュージアムでは、開館当初から市民に広く開かれた博物館をめざし、

海岸等で採取した石の名前の鑑定を窓口で学芸員が行っている。鑑定件数は年々増加し、この件数増

加に博物館側は対応に苦慮している。発表者は、人工知能を用いた石の鑑別（ヒスイか否か）の可能

性について研究を行った。本研究では画像の深層学習に 2015 年に Google が開発した機械学習ソフト

ウェアライブラリである Tensor Flow を利用し、画像分類と物体検出に適応したアーキテクチャの

NASNet を転移学習に用いた。糸魚川の海岸で採取した礫の写真 13,000 枚を教師画像とし、ヒスイお

よびヒスイ以外の２種類に分類し、NASNet に転移学習させた。結果として、20,000 回の学習でヒス

イとヒスイ以外の認識率は約 96％になった。本研究から、人工知能を用いた画像の深層学習でヒスイ

の認識が可能であることが明らかになった。

「肥後および西彼杵変成岩中より見出されたダイヤモンド様物質の鉱物学的特徴」

大藤弘明、福庭功祐（愛媛大・GRC）、西山忠男（熊本大・先端科学）

　日本の九州地方に分布する肥後変成岩および西彼杵変成岩中からもダイヤモンドと考えられる炭素物

質が発見され、注目を浴びている。筆者らはこのようなダイヤモンド様物質の直接観察をめざし、コンタ

ミの可能性などに注意を払いながら観察試料を作成し、電子顕微鏡観察を行った。ダイヤモンド様物質

を含む肥後変成岩（クロミタイト）柱のダイヤモンド様物質は、クロマイト中に含まれる負結晶中に１ 

μm ほどの紡錘形粒子として観察され、ランダムに集合した径数十～数百 nm の極めて細粒なグラファ

イトから成ることが分かった。西彼杵変成岩（泥質片岩）中のものは、基質を構成するフェンジャイトの

空隙部に径 0.4 ～ 1 μm ほどの不定形から半自形（八面体様）の粒子として濃集しており、TEM 下で

電子線回折によって調べたところ、確かにダイヤモンドであるがコンタミの可能性も否定できず、今後の

課題であると発表された。

　毎年開催される日本鉱物科学会年会では、最先端の鉱物学研究が発表され、弊社も毎年２件研究発

表を行っています。鉱物学と宝石学は密接な関係があり、参加、聴講することで最先端の鉱物学に関す

る知識を得られ、普段接する機会が少ない研究者の方々と交流を深めることができます。来年も鉱物科

学会年会に参加し、中央宝石研究所で行われている各種宝石についての最先端の研究を発表、深めて

いく予定です。なお、来年の日本鉱物科学会年会は９月 20 日～ 22 日、九州大学で開催されます。◆

 

　新潟県糸魚川市のフォッサマグナミュージアムにて、2018 年９月８日より10月 28日までの予定で「宝

石の国」展が行われていました。その関連イベントとして９月 16 日（日）に特別講演会が企画され

http://www.city.itoigawa.lg.jp/7077.htm、

筆者が「宝石の国の宝石学」というタイトルで

講演させていただきました。 

　宝石の国は、月刊アフタヌーンで大好評連載

中の市川春子氏原作の漫画です。昨年にはテ

レビアニメが放映され、その人気に拍車が掛か

りました。登場人物が擬人化された宝石という

斬新な内容で、ミネラルファン達をも取り込ん

だようです。

　フォッサマグナミュージアムでは漫画世代の

20‒30 代の若い男女に宝石や岩石鉱物（特に

日本の国石となったヒスイ）の魅力を発信するために「宝石の国」展を企画しました。会場には複製原

画や登場キャラクターに関係した宝石の原石、カット石、イラストを展示しており、宝石学会（日本）、

日本鉱物科学会なども後援しました。

　特別講演会当日は３連休の中日ということもあってか、県内だけでなく北海道から九州まで日本全国

からの来場者がありました。特に関東近郊からのお客様が多く、新幹線の利便性が後押ししたようです。

予定していた定員は 80 名でしたが、開始時刻の１時間前から人が並び始め最終的には 124 名の参加

者で会場が超満員になりました。関係者の話によるとミュージアム史上最高の聴講者の数だったとの事

で、アニメ化された漫画の人気に驚かされるばかりでした。この企画が次世代を担う若者たちに宝石の

魅力を発信できる場になったことは間違いなさそうです。

【フォッサマグナミュージアム】

　フォッサマグナミュージアムは、日本最大のヒスイ産地であり、世界最古のヒスイ文化発祥の地として

知られる新潟県糸魚川地域にあります。現在は糸魚川ユネスコ世界ジオパーク※の情報発信の重要な拠

点となっています。

　フォッサマグナ（ラテン語で大きな溝：大地溝帯）の成立や人間と地球史とのかかわりを示す資料を

収集・保管・展示し、あわせて調査研究およびその成果の普及を通して、市民の教育・学術および文

化の発展に寄与することを目的に1994年（平成６年）

に開館しました。1982 年（昭和 57 年）の糸魚川市

の総合計画を発端に平成元年には博物館開設の基本

計画が策定されました。そしてふるさと創生事業の一

環として、自治省や新潟県の補助を受け、総工費 17

億円が投じられ、立派な施設が出来上がりました。

　開館当初は年間来場者が 10 万人近くありましたが、

徐々に減少傾向が続き平均して４万人程度となりまし

た。しかし、2008 年（平成 20 年）に日本ジオパー

クに選定され、翌 2009 年（平成 21 年）に世界ジオ

パークに認定されて以降、来場者が増加に転じました。

そして、2015 年（平成 27 年）の展示リニューアル

により再び 10 万人を突破することになりました。

　美山公園の高台に立地するミュージアムへは糸魚川駅から車（路線バスあるいはタクシー）で 10 分

ほどです。館外の敷地にはヒスイの巨礫がいくつも並べられ、ここがヒスイの産地であることを思い起こ

させてくれます。その一角に人の背丈ほどのヒスイの巨礫がひとつ。これは 2007 年（平成 19 年）５

月に設置されたものですが、盗掘の被害を避けるためにここに疎開させてきたそうです。ミュージアム学

芸員の竹之内博士の話によると、この巨礫はもともと国の天然記念物として指定されている小滝川上流

のヒスイ峡からさらに４ km ほど上流にあったそうです。天然記念物に指定された場所からは外れている

ので、小礫を拾う程度なら良いそうですが（指定区域では採取はもちろんのこと、石を動かすことも文

化財保護法で禁止されています）、この巨礫は削岩機を使って運び出されようとしたため保護の目的でこ

こに運ばれてきたそうです。これも重要なミュージアムの仕事のひとつです。この巨礫には削岩機で開け

られた複数の穴や突き刺さったままのタガネを見ることができます。

　館内の展示・収蔵標本は糸魚川産のヒスイをはじめ岩石・鉱物、化石など 2,000 点以上に及びます。

これらがテーマ別に非常に見やすく配置されており、観客の興味を満たしています。正面のエントランス

から入ってすぐの休憩室のスペースでは学芸員による無料鑑定サービスが行われています。これは市民

や観光客が海岸などで拾った石を鑑定してもらえるサービスで１人１回１０個までだそうです。土日や

夏休みになると鑑定を希望する人たちで行列ができるそうです。

　展示コーナーに向かうと、まず大小のヒスイ礫が目に飛び込んできます。スクリーンに映し出された小

滝川の風景とあわせて擬似的にヒスイ峡を訪れた気分を味わえます。来館者の心をつかむ演出です。

　続く第１展示室は、「魅惑のヒスイ」コーナーです。糸魚川産のヒスイの逸品が展示されています。お

なじみの緑色のヒスイ、ラベンダーヒスイの原石や遺跡から発掘された勾玉のレプリカなどが展示されて

います。　

　第２展示室は、「糸魚川大陸時代」がテーマです。糸魚

川の地質がどのように形成されたのかを詳しく解説していま

す。さらにヒスイを科学的に詳しく紐解いています。

　第３展示室は、「誕生日本列島」がテーマとして取り上げ

られています。フォッサマグナシアターと名付けられた大型

スクリーンと床に広がるマルチ画面で雄大な地球創生の映

画が上映されています。また、日本地質学の父と呼ばれる

ナウマン博士のドイツの自宅を模した展示で、フォッサマグナを発見した博士の生涯を紹介しています。

　第４展示室は、「変わりゆく大地」をテーマに、日本海の海抜０m から白鳥山（1,286.9m）、犬ヶ岳

（1,592m）を経て朝日岳（2,418m）を結ぶ北アルプス最北部の縦走路となる栂海新道（つがみしんどう）

や標高 2400ｍの活火山である焼山などの形成について紹介されています。

　第５展示室は、「魅惑の化石」をテーマに日本国内や世界のいろいろな化石が時代別に展示されてい

ます。日本の名前がついた奇妙な形のアンモナイトのニッポニテスやシーラカンス、さらには草食恐竜の

糞の化石などが興味をそそります。

　第６展示室は、「魅惑の鉱物」をテーマに各種岩石・鉱物が展示されています。鉱物名になった日本

人や日本で発見された新鉱物、新潟県の鉱床など、他の博物館では見られない展示が工夫されています。

　フォッサマグナミュージアムでは、このような魅力ある展示が多く成されており、特に糸魚川のヒスイに

ついて理解を深めることができます。北陸新幹線で結ばれたことも有り、関東近郊からの日帰りさえも可

能です。ぜひ一度訪れてみてはいかがでしょうか。

※【ユネスコ世界ジオパークとは・・・】

　ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」 と 「公園（パーク：Park）」 とを組み合わせた言葉で、「大

地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、まるごと楽しめる場所をいいます。大地（ジオ）の上に広

がる動植物や生態系（エコ）の中で人間（ヒト）は生活し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。

ジオパークでは、これらの「ジオ」、「エコ」、「ヒト」の 3 つの要素を楽しく理解することができます。

　ジオパークでは、見所となる地形・地質の場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人々がその場所

の魅力を知り、将来にわたって継続的な保護を行います。その上で、これらのジオサイトを教育やジオ

ツアーなどの観光活動などに活かし、地域を元気にする活動や、その地域の素晴らしさを発信する活動

を行っています。

　ユネスコ世界ジオパークは、ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）の定める基準に基づいて認定さ

れた質の高いジオパークで、2015年11月の第38回ユネスコ総会において正式プログラムとなりました。

2018 年 4 月現在、日本には、「日本ジオパーク」が 44 地域あります。そしてそのうちの 9 地域がユネ

スコ世界ジオパークに認定されています。世界的には 38 カ国、140 地域にユネスコ世界ジオパークが

あります。

　糸魚川地域では 2009 年に日本のジオパークとして初めてユネスコ世界ジオパークに認定されました。

この年には雲仙火山を擁する島原半島（長崎県）と洞爺湖有珠山（北海道）が同時にユネスコ世界ジ

オパークに認定されています。

　ユネスコ世界ジオパークに認定されるためには、まず日本ジオパーク委員会の審査を通過した後、世

界ジオパークネットワークの加盟申請をします。書類審査や現地審査を経た後合格すればユネスコ世界

ジオパークと名乗ることができます。ユネスコ世界ジオパークに一度認定されても４年に一度の再審査に

合格しなければ加盟を取り消されるという厳しい規則があります。◆

【日本の石（国石）ヒスイ】

　2016 年 9 月 24 日、日本鉱物科学会平成 28 年度総会にてヒスイが日本の国石に選定されました。

日本の石（国石）は日本鉱物科学会の一般社団法人化の記念事業の一環として考案されたものです。「日

本で広く知られて、国内でも産する美しい石（岩石および鉱物）であり、鉱物科学のみならず様々な分

野でも重要性をもつものを、「国石」として選定することにより、私たち日本人が立っている大地を構成

する石について、自然科学の観点のみならず社会科学や文化・芸術の観点からもその重要性を認識す

るとともに、その知識を広く共有する」という趣旨のもと取り組まれてきました。

　日本鉱物科学会のホームページにはヒスイが国石に選定された理由を以下のように述べています。

　｢ヒスイ輝石やこの鉱物からなるヒスイ輝石岩は、日本列島のようなプレート収束域（沈み込み帯）の

冷たい地温勾配の環境下でのみ形成されると考えられ、特に細粒でやや透明感をもったヒスイは宝石と

して 高い価値を持ちます。ヒスイの産出は約 5.5 億年前より若い時代の蛇紋岩分布地域に限られ、藍

閃石片岩や超高圧変成岩と同様、地球の冷却を示す岩石の一つです。 ヒスイを敲（たたき）石として使っ

たものが、糸魚川市の大角地（おがくち）遺跡から発見され、縄文時代前期前葉の利用例として知られ

ています。縄文時代に国内で加工された大珠は人類初のヒスイ加工の証であり、以後奈良時代まで利用

された勾玉と共に日本史で重要な石であります。その後、日本からのヒスイの産出は忘れ去られますが、

1938 年に新潟県でヒスイが再発見され、翌年に学術論文として公表されます。そして現在では、新潟

県糸魚川市をはじめ兵庫県養父市、鳥取県若桜町、岡山県新見市、長崎県長崎市など日本各地におい

て 野外で観察できるとともに、法律により保護されているところもあります。ヒスイの名は一般の人にも

広く知られており、まさしく日本のシンボルであり、国石 としてふさわしい石と認められます。｣（注：日本

鉱物科学会の HP には｢ひすい｣とひらがな表記されていますが、本稿では｢ヒスイ｣とカタカナで統一し

ています。）

【小滝川でのヒスイの発見】

　日本国内の縄文、弥生、古墳時代の各地の遺跡からヒスイ製の勾玉や大珠などが見つかっています。

これらのルーツは現在ではすべて糸魚川地域であると考えられています。しかし、以前は日本で見つか

るヒスイは大陸から渡来したものと考えられていました。なぜならば日本国内にはヒスイの産地が見つ

かっていなかったからです。

　1938 年に小滝川の支流のひとつ土倉沢の出会い付近でヒスイが発見されます。この発見に大きな役

割を果たしたのが相馬卸風氏といわれています。相馬氏は明治から昭和にかけて歌人、文芸評論家とし

て活躍する糸魚川在郷の知識人です。一般には早稲田大学の校歌の作詞で知られています。相馬氏は

高志の国（現在の福井から新潟にかけて）の姫である奴奈川姫がヒスイの首飾りをしていたという伝説

から、そのヒスイは地元産ではないかと考えていました。奴奈川姫はあくまでも伝説の人物ですが、数

多くの資料が残されており、糸魚川の人々にとって特別な存在です。市内には「奴奈川姫の産所」など

奴奈川姫にまつわる伝承地も数多く、式内社（しきないしゃ）である「奴奈川神社」にも、奴奈川姫と

八千矛命（やちほこのみこと＝大国主命）がともに祀られています。市内各地には奴奈川姫にちなんだ

地名とともに、いくつもの伝承も数多く残っています。また、『万葉集』に詠まれた「渟名河（ぬなかは）

の　底なる玉　求めて　得まし玉かも　拾ひて　得まし玉かも　惜（あたら）しき 君が　老ゆらく惜（を）

しも」（作者未詳） の歌において、「渟名河」は現在の姫川で、その名は奴奈川姫に由来し、「底なる玉」

はヒスイ（翡翠）を指していると考えられ、奴奈川姫はこの地のヒスイを支配する祭祀女王であるとも考

えられています。

　このような相馬氏のヒスイが地元にあるのではないかという発想が知人に伝えられ、ヒスイの調査が

行われました。そして小滝川でのヒスイの発見に繋がります。見つけられたヒスイらしき石は幾人かを介

して東北大学に届けられ、研究者らによって詳しく調べられました。その研究成果が、昭和 14 年

（1939 年）岩石鉱物鉱床学という科学誌に河野義礼（かわのよしのり）博士による｢本邦に於ける翡翠

の新産出及その化学性質｣として発表されます。このヒスイ発見の経緯については、フォッサマグナミュー

ジアム上席学芸員の宮島宏博士が専門誌で詳しく解説されています（地質学雑誌  第 116 巻  補遺

pp143‒153、2010 年）。

【ヒスイの保護】

　ヒスイの発見が最初に発表されたのが岩石･鉱物の専門誌であったためか、考古学者たちが日本から

のヒスイ産出の情報を知るまでには少し時間が掛かったようです。今なら新聞、テレビ、雑誌、SNS な

どで一瞬にしてこの手のニュースは拡散すると思われますが・・・。しかし、戦後になってようやく郷土

研究家、考古学者を中心にヒスイの文化的価値が急速に認識され、重要視されるようになりました。そ

してヒスイ保護運動が高まり、昭和 29 年（1954 年）２月に小滝川のヒスイが新潟県指定の文化財に

なります。このときの指定内容は｢明星山下の硬玉岩塊｣とされ、指定地域についてはあいまいでした。

県の文化財に指定された後も、県外の複数の者たちによって発破を仕掛けてヒスイ岩塊を持ち出そうと

する騒動が起こりました。これを契機に地元でも保護か開発かでゆれる時期があったそうです。そして、

これらの騒動が収束し、昭和 31 年（1956）６月には国指定天然記念物｢小滝川硬玉産地｣となり、指

定地域も明確にされています。

【小滝川ヒスイ峡（小滝川硬玉産地）】

　小滝川ヒスイ峡へのアクセスは自家用車がお勧めです。残念ながら直接ヒスイ峡まで行ける路線バス

等の公共交通機関はありません。新幹線の停まる糸魚川駅にはタクシーがありますし、レンタカーも利用

可能です。もし、徒歩で行く場合は JR 大糸線小滝駅から片道およそ 60 分の行程となります。いずれに

しても道路事情は必ずしもよくありませんので、ネット等で事前に情報収集することが必須です。

　筆者はフォッサマグナミュージアム学芸員の竹之内博士の車で小滝川ヒスイ峡を訪れることができまし

た。

　糸魚川は、過去に宝石学会（日本）の開催地になったことが２度あります（1992 年と 2002 年）。

そのときのエクスカーションで小滝川ヒスイ峡を訪れる機会がありました。久しぶりではありますが、今

回が３回目の訪問となりました。車で糸魚川市内から姫川沿いに国道 148 号線を南下し、JR 小滝駅近

くから県道 483 号に入り、山道を小滝川に沿って登っていきます。市内から小一時間走った頃、突然目

の前に明星山の絶壁が現れます。明星山の岩壁は石灰岩からできており、ロッククライミングのゲレンデ

として有名です。明星山は標高 1188ｍで、岩壁の高さは 500ｍもあります。明星山の西側にはややな

だらかな傾斜の斜面があります。

　植生も回りに比べてやや新しく緑鮮やかです。この部分は蛇紋岩です。蛇紋岩は水を吸うと膨張しても

ろくなる性質があり、この緩斜面は蛇紋岩の地すべりによってできた地形です。この緩傾斜地はその岩体

の中にさまざまな種類の構造岩塊を含む蛇紋岩メランジュとなっています。小滝川ヒスイ峡のヒスイはこ

の蛇紋岩メランジュの中の構造岩塊として取り込まれたものです。地すべりによって蛇紋岩岩体が小滝川

に滑り落ち、その後の侵食によって蛇紋岩が削り取られ、強固なヒスイだけが流域に残されたと考えら

れます。

　ヒスイは低温高圧型の変成作用によって生成します。このような変成作用が生じるのは海洋プレートが

大陸プレートに沈み込んでいる場所（沈み込み帯もしくはサブダクションゾーンともいう）の地下

20‒30km と考えられています。沈み込み帯では冷たくなった海洋プレートが海溝の下に沈み込んでいく

ために、プレート同士が衝突して圧力が高いわりに他の場所より温度が低くなっています。最近の研究

では、ヒスイの多くは橄欖（かんらん）岩が蛇紋岩化する際に関連した熱水溶液から生成したと考えら

れています。沈み込み帯では多量の海水を含む堆積物が海洋プレートとして地下深くに沈み込みます。

その際、橄欖岩が蛇紋岩へと変化する作用が生じます。それに伴って、局所的に蛇紋岩の割れ目に熱

水溶液が発生し、ヒスイが生成します。このようなヒスイを含む蛇紋岩は回りの岩石よりも軽いため、大

きな断層帯にそって上昇します。これが小滝川で見られるヒスイを伴う蛇紋岩メランジュなのです。◆

　

 


